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1．研究目的

アオカビシロカビ



2．実験方法

・使用する糖
ブドウ糖、麦芽糖、果糖、上白糖
果糖ブドウ糖液糖、乳糖
オリゴ糖、上白糖
グラニュー糖、エリスリトール



3．仮説

糖の分類



吸収されるときには単糖に分解される

⇒カビは単糖に繁殖しやすい

カビはエリスリトールでは繁殖しにくい



4.結果
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図1 単糖
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図2 二糖



図3 糖アルコール、オリゴ糖、無添加
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5.考察
(1)最もコロニー数が多いのは単糖で異性化糖の
果糖ブドウ糖液糖
→製造時の酵素が関係しているのではないか

(2)一つのシャーレには多くてもカビは二種類
→種類ごとに生えやすいカビがある

(3)糖の分類は生えやすさに関係があるとは言い難い

果糖ブドウ糖液糖



6．今後の課題

(1)他種の異性化糖のデータを取り、比較。

(2)カビの種類の特定。

(3)湿度の調節を行う。
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